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規格外の柿で柿パン給食 

 

町内で生産された規格外の柿を使用したドライフルーツを生地に練り込んだ「柿パン」を製造し、学

校給食で提供します。 

この取り組みは、まだ食べられるにもかかわらず市場に出荷できない規格外の農作物を有効活用する

ことで、フードロス削減に大きく貢献するものです。また、旬の時期に収穫された町内産の柿を加工・

保存して活用することで、持続可能な地産地消の推進にもつながります。 

 

 

1. 日 時 ： 令和８年１０月９日（金） 

【各学校の給食開始時刻】※当日は終了式のため学校によって時間が異なります。 

・妙寺小学校 12時 10分～ 

・笠田小学校 11時 15分～ 

・渋田小学校 11時 30分～（予定） 

・大谷小学校 12時 25分～ 

・妙寺中学校 12時 35分～ 

・笠田中学校 11時 50分～ 

※取材に行かれる際は、前日までに教育委員会教育総務課まで連絡をお願いします。 

2. 場 所 ： 町内各小中学校（梁瀬小を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月２８日 

資 料 提 供 

担当課 （室） かつらぎ町 教育総務課 

担 当 者 総務係 中村・井本 

電話 （代表） 0736-22-0303（内線：3013） 

かつらぎ町の学校給食では、地産地消への取り組みを積極的に行っています。 

本企画は、地元の生産者や食材納入業者（株式会社丸昌）、製パン業者である大谷食品株式会社等

の温かいご協力と連携により実現したものです。子どもたちが学校給食を通じて地域の恵みを味わ

い、環境問題や地域農業への関心を深めるきっかけとなることを期待しています。 

見どころ・ポイント 


